
ありがとうございました。 生態系とビジネス
ビジネス界の反応と活動
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1. WBCSDの概要

2. 持続可能な生態系マネジメントについてのビジネス事例

3. WBCSDの生態系フォーカエリアの活動
– 企業のための生態系サービス評価（ESR）
– 生態系評価イニシアチブ（EVI）
– CBD 第10回締約国会議に向けた計画

プレゼンテーションの概要
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経済成長、生態系の均衡および社会の進歩という3本柱を通じ、
 持続可能な発展に向けた共通の目標を持つ、CEOが率いる

 200余りの企業の連合体

ＷＢＣＳＤとは？



WBCSD日本メンバー企業

4



業種別メンバーシップ

21
20
15
14
14
13
12
11
11
10
10
10
7
7
4
4
4
2
2
1
1

電力

石油、ガス

化学

林業、製紙業

消費財

鉱業、金属

セメント

IT、通信

タイヤ

自動車

サービス

エンジニアリング

銀行、保険

建設

食品、飲料

医療、保健

海上運送

小売業

ロジスティクス

マスコミ

航空

5



BCSD New Zealand

BCA  Australia

BCSD Malaysia

BCSD Thailand

PBE Philippines

Keidanren Japan

BCSD Korea

BCSD  Sri Lanka

TERI BCSD India

CII

BCSD Mongolia

Vernadsky Foundation RussiaThe Excel Partnership Canada

CGLI USA/Canada

US BCSD

BCSD Mexico

AED Costa Rica
IntegraRSE Panama

BCSD Venezuela

BCSD Bolivia

BCSD Brazil

BCSD Argentina

AcciónRSE Chile

NBI South Africa

FEMA BCSD Mozambique

BCSD Zimbabwe

AEEC EgyptAPEQUE 
Algeria

BCSD Paraguay

Perú 2021

BCSD Ecuador

BCSD Colombia

BCSD El Salvador

BCSD HondurasBCSD Guatemala

NHO‐Norway 

BCSD UK
Econsense 
Germany

FE‐BCSD SpainBCSD 
Portugal

BCSD Hungary
EPE France

BCSD Turkey

BCSD Austria

BCSD Kazakhstan 

BEC Hong Kong
BCSD Taiwan

UNIRSE‐Nicaragua

DERES Uruguay 

Danisch CSBD

BCSD Pakistan

BCSD Croatia BCSD China
BCSD SpainFE‐BCSD

Portugal BCSDFFA Spain

BusinessEurope

Responsible Business Forum Poland

SEV BCSD Greece

UAE BCSD
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• 持続可能な発展に向けたビジネス界のプラットフォーム

• 持続可能な発展の問題がますます具体化してくる世界
 において事業を行い、革新を起こし、成長するための

 企業操業の資格(license to operate)を支援する

– ビジネス・リーダーシップ
 

- ビジネス事例の作成と、
 ビジネス界の意見を発信

– 政策の立案 – ビジネス界の貢献を最大化する枠組みと
 なる政策立案および支援

– ベストプラクティス
 

– 実行と共有

– グローバル・アウトリーチ
 

– 開発途上国および市場経済
 移行諸国への貢献

使命と目標
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WBCSD作業プログラム
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• 生態系の均衡は、持続可能な開発の3本柱の1 
つである。

• すべてのビジネスは、核となる事業の一部として、
 またはバリューチェーン全体を通して、生態系およ
 び生態系サービスに依存し、これに影響を与えて

 いる。
• 生態系の劣化は、企業、企業のサプライヤー、顧

 客、投資家に対して重大なリスクをもたらし、事業
 を行う権利を弱体化しかねない。

• 持続可能な生態系管理および生態系サービスの
 利用は、新たなビジネスのチャンスと市場を生み
 出し得る。

なぜWBCSDで「生態系」に取り組むのか？
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生態系サービスに関する具体的な
 調査結果 – 60%が劣化している

供給サービス
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調節サービス

大気の質の調節

気候の調節－地球規模
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水の調節

土壌浸食の調節

水の浄化と廃棄物の処理

疾病の予防

病害虫と雑草の抑制

花粉媒介
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文化的サービス
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レクリエーションの場とエコツーリズム

出典：ミレニアム・エコシステム・アセスメント２００５ 10



ビジネスは、生態系および生態系サービス
 に影響を与えている

ビジネスは、生態系および
 生態系サービスを頼り、これに依存している

生態系の変化は、ビジネスの
 リスクとチャンスを生み出す

ビジネスにとっての意味とは？
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
 

企業の操業は、生態系サービスから得られるもの、例えば水、
 繊維、食物、洪水の抑制などの質と量の変化に影響を受けやすい


 

企業操業の資格(business license to operate)は、GHG排出量、
 持続可能な水管理など、新しく、より厳格な環境方針および法律に
 よって、危うくなる


 

企業の評判、ブランド、イメージは、例えばボイコット、キャンペーン
 など、自然保護についての世論およびNGOの活動の影響を受けや
 すい


 

企業は、外部資金や新規市場を探索する際、生物多様性および生
 態系の影響評価を必要とする


 

企業は、例えば森林認証紙や環境効率の良い技術など、持続可能
 な製品およびサービスの新規市場を成長させることができる機会を
 有している

産業界の行動に向けた具体事例は
 強力で、以下の事項に基づいている
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目標


 

生態系劣化の加速および生態系サービスの損失と関連する、産業界の

 リスクとチャンスについて、メンバーの積極的な管理を支援する

対象範囲


 

生態系への影響、依存ならびにメンバー企業および産業界全体の資産の評価、

 測定および尊重


 

緩和のスケールアップ、相殺、あるいは持続可能な使用に関する解決策を発見

 することによる、生態系への産業界の影響の削減


 

生態系の持続可能な管理および管理責任、市場の創出および生態系サービスに

 対する支払についての新たなビジネスチャンスの模索と促進


 

柔軟で革新的な市場志向のアプローチを含む、生態系のガバナンスおよびポリシ

 ーフレームワークの提唱


 

主要なメンバー企業による、生態系が被る影響への対処および各社の生態系に

 関する資産の取り纏めを図る上での、各社の行動の促進

WBCSD「生態系」重点分野



ワークストリーム

1. 企業のための生態系サービス評価（ESR）ガイド

– 生態系サービスに対する企業の影響および依存度を評価し、管理者が生態系の

 変化に起因するビジネスリスクおよびチャンスを管理するための戦略を積極的に

 立案するのに役立つ、意思決定支援ツール

2. 生態系評価イニシアチブ（EVI）
– 企業の生態系評価を促進する様なビジネス事例を支援

– EVIは企業の生態系評価のガイドとなり、生態系の劣化と生態系サービスが提供

 する利益を、情報提供および企業の意思決定の向上を目的として、各社がどのように

 明示できるかという方法について説明する

– ビジネス界向けのTEEB報告書（D3）の編集の中核となるチームメンバーとして、

 現在、章の編集に関わっている

3. 生物多様性条約（CBD）

– CBDへの産業界の関与を深めるための締約国会議の決議への対応

– 解決策の提供者としての産業界および市場の力の役割に関するアドボカシー活動

– 2010年10月、名古屋でのCBD第10回締約国会議における

 「国際ビジネス＆生態系デー(International Business and Ecosystems Day)の主催

WBCSD「生態系」フォーカスエリア
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1. 積極的にリスクに対処しチャンスを探る

– 企業のための生態系サービス評価（ESR）は、ツールの1つ

2. リスクとチャンスを定量化するための生態系評価を実施する

3. 測定と評価に基づいた管理と緩和

4. 次の事項の開発においてリードする
– 生態系サービスの市場

– 環境効率に関する物、サービスおよび技術

5. 劣化を覆し、すべてのものに対して「公平な活動領域を作る」

（“levels the playing field”）
賢明な生態系の調整機能を支持する

 （Support smart ecosystem regulation ）

生態系の劣化に関して産業界ができる
 こと
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自社の生態系への依存と影響による
 ビジネスリスクとチャンスを管理する

ための戦略を、積極的に立案すること
 を支援する、体系的な方法論


 

WRI、メリディアン・インスティテュート、
 および実地検証を行った５社と共同開発


 

2008年3月にモントルーにて発表、現在までに50社以上が利用
 （日立化成工業など）


 

現在、スペイン語版、ポルトガル語版、（日立化成工業の尽力に
 よる）日本語版が利用可能


 

１２月までに中国語版、フランス語版が完成予定

企業のための生態系サービス評価
 （ESR）ガイドライン
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ESRのステップ

リスクを最小

 に、チャンス

 を最大にする

 ための戦略

 の概略を作成

 する

戦略の立案

主要な
活動

優先すべき生

 態系サービス

 の傾向から生

 じ得るビジネス

 リスクやチャン

 スを特定し評

 価する

ビジネスリスク

 とチャンスの

 特定

優先すべき

 生態系サー

 ビスの状況

 や傾向、およ

 びそのような

 傾向の要因

 を調査し評

 価する

優先すべき

 生態系サー

 ビスの傾向

 の分析

20以上の生態

 系サービスへの

 企業の依存度と

 影響度を体系的

 に評価する

優先すべき生

 態系サービス

 の特定

ESRの対象

 範囲を決め

 る

範囲の選択ステップ
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生態系評価イニシアチブ（EVI）

目的：

企業が、生態系のリスクの管理、
 生態系の機会の獲得、および

 生態系の完全な価値や生態系
 サービスの損失に関連する

 コストを説明するにあたって、
 支援を行うこと

We only manage what we measure.We only manage what we measure.
我々は評価したものしか管理できない我々は評価したものしか管理できない 24




 

以下を対象としたアドボカシー文書の作成
 （企業の生態系評価に関するビジネス・ケースの構築）

– 生態系への理解が初期段階にある企業

– 政策立案者および保全機関
（いわゆる、主流と言われる生態系評価の手法（“mainstream ecosystem 

valuation”）を導入している関係者と実践者）
– TEEBイニシアチブ


 

企業の生態系評価ガイドを作成し、15～20社が実地テストを
 実施

– 「企業の生態系評価(EVI)」の手法とは、生態系の劣化と生態系サービスから

 もたらされる利益の両方について、企業への情報提供および企業の意思決定

 の改善を促すことを目的とし、生態系を評価する方法の企業による活用を

 促す

EVIの展開と、その次のステップ
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
 

企業の生態系評価(EVI)の導入は、企業にとって
 以下の事項について役立つ

1. 企業の意思決定の改善

2. 新たな収益の流れの獲得と価格付け

3. 経費削減

4. 節税

5. 収益の持続

6. 資産の再評価

7. 新製品およびサービスの調査

8. 負債および補償の対価の評価

9. 企業価値および株価の評価

10. 実績の報告

企業の生態系評価 – 
ビジネス界にとっての利点
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
 

CBDおよびカンファレンス・オブ・パーティーズの会合に
 対する継続的なビジネス界の意見の提唱


 

以下に関するアドボカシー活動の推進

1. ビジネス界による実質的な行動の促進

2. ビジネス・ソリューションの提案

3. 政府による「スマート」な政策枠組と、そのメカニズム


 

正式なプログラムの一環として「国際ビジネス＆生態系
 デー(International Business and Ecosystems Day)」

 を組織するためのIUCNおよび日本経団連との共同の
 取り組み

CBD 第10回締約国会議
 （2010年名古屋）に向けた計画
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
 

国際ビジネス＆生態系デー(International Business and 
Ecosystems Day)の具体的な目的は以下の通り

– これまでに決定された締約国会議の事項に呼応すべく、
 CBDにおけるビジネス界の関与を拡大し、CBDの中核的な

 目的の支援におけるビジネス界の役割を強化する

– 閣僚および政府代表団に対して、これまでに生態系への
 影響への対処で成功を収めているビジネス界のアクション

 についての情報を提供すること

– 市場の力、および解決策の提供者としてのビジネス界の
 能力を効果的に活用する生態系管理の政策枠組を含め、

 戦略のスケールアップについて協議すること

「国際ビジネス＆生態系デー」の提案

30



ありがとうございました。
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